
Abstract.

In this paper, I report sixty-two species of insects oc-

curring in Mt.Hakusan, Ishikawa Prefecture, Honshu,

Japan. Among them, the following seven species, Arge

hasegawae Takeuchi, Siobla villosa Malaise, Messa

wuestnei Konow, Pristiphora conjugata Dahlbom,

Nematus capreae Linnaeus, Nematus myosotidis Fallen,

and Pontania leucaspis（Tishbein）are newly recorded

from Japan. And the following four species, Acompoco-

ris brevirostris Kerzhner, Arge metallica Klug, Arge ko-

bayashi Takeuchi, and Glyptapanteles fulvipes（Hali-

day）are newly recorded from Honshu, Japan.

筆者は，加賀白山初記録の昆虫類第１報（２０００），

同第２報（２０００），及び同第３報（２００１）で７４種を

記録した。今回はこの後の調査で新たに６２種が見出

されたのでここに報告する。

白山での調査は，すべて環境省による採集許可を

受けて行ったものであることを明記しておく。な

お，１９９９年より２００１年までは，環中部許第１０９号に

より，２００２年は環中部許第１６７号により調査を行っ

たものである。

目 録

A. Hemiptera カメムシ目

１．Hamamelistes betulinus miyabei（Matsumura）

マンサクイガフシアブラムシ

虫えい１個採集，海抜１，３００～１，５００m，２２．

Ⅷ．２００２．

マンサクイガフシアブラムシの寄生により形

成されたマンサクメイガフシと名付けられた

虫えいが見られた。この虫えいにはクシケア

リの１種が訪れていた。

２．Hamamelistes kagamii（Monzen）

マンサクイボフシアブラムシ

虫えい１個採集，海抜１，３００～１，５００m，２２．

Ⅷ．２００２．

マンサクイボフシアブラムシの寄生により形

成されたマンサクメイボフシという虫えいが

多く見られた。この虫えいにはアシナガアリ

の１種が訪れていた。

３．Phyllaphis fagifoliae Takahashi

ブナハアブラムシ

幼虫多数，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．，８．

Ⅵ．２００２．

ブナの葉裏に寄生し，不完全な葉捲状の虫え

いを形成する。虫えいの内部には白い綿毛で

覆われた個体が多数見られた。

４．Trichaitophorus koyaensis Takahashi

コウヤケアブラムシ

３個体，海抜１，３００～１，５００m，２８．Ⅴ．２００１．

ウリハダカエデの葉裏に寄生していた。本種

の既知分布地は和歌山県の高野山のみであ

る。

５．Deraeocoris ainosicus Kerzhner

キマダラツヤカスミカメ

１♀，海抜１，８００～１，９００m，２４．Ⅶ．２００２．

ダケカンバの葉間の掬い取りで採集された。

６．Orthops（Orthops）scutellatus Uhler

モンキマキバカスミカメ
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１♀，海抜１，３００～１，５００m，６．Ⅴ．２００２．

７．Acompocoris brevirostris Kerzhner

ハイマツハナカメムシ

２♂，海抜２，１００～２，３００m，１７．Ⅹ．２００２．，

石川卓弥採集．

ハイマツの枝より採集された。本種の既知分

布地はロシア極東部，千島，それに我が国の

北海道であった。それ故，これが本州初記録

ということになる。

８．Oncopsis flavicollis（Linnaeus）

マエキヒロズヨコバイ

１♀１♂，海 抜１，７００～１，９００m，１８．

Ⅶ．２００２．；１♀，海抜１，７００～１，９００m，３０．

Ⅶ．２００２．

ダケカンバの新梢の葉の縮れた葉間を掬った

時に採集されたが，健全な葉間を掬った時に

は全く採集されなかった。

９．Oncopsis sp.

１♀，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

１０．Cixius sp.

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

１１．Reduvius humeralis（Scott）

クビアカサシガメ

１♀，海抜１，２００～１，３００m，２０．Ⅶ．１９９７．

石川県では能登から記録されているにすぎな

い。

１２．Elasmucha fieberi（Jakovlev）

キタヒメツノカメムシ

２♀，海抜１，８００～２，０００m，２４．Ⅶ．２００２．

ミヤマハンノキの葉裏に産卵しており，その

卵塊に覆いかぶさるようにして，卵塊を保護

していた。

B. Neuroptera アミメカゲロウ目

１３．Drepanopteryx palaenoides Linnaeus

エグリヒメカゲロウ

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２４．Ⅶ．２００２．

C. Mecoptera シリアゲムシ目

１４．Bittacus laevipus Navas

キアシガガンボモドキ

１♀，白山釈迦岳，３０．Ⅶ．２０００．

１５．Bittacus mastrillii Navas

トガリバガガンボモドキ

１♀，白山釈迦岳，３０．Ⅶ．２０００．；１♀，

海抜１，３００～１，５００m，２３．Ⅶ．２００２．

本種の既知分布地は，関東山地と山梨及び長

野両県となっていることから，この記録は北

陸からの初記録となる。

D. Coleoptera コウチュウ目

１６．Eusphalerum sp．

ハナムグリハネカクシ属の１種

１♀１♂，海抜１，５００m，２４．Ⅶ．２００２．

ツノハシバミの葉に形成されるツノハシバミ

ハミャクシロコブフシという虫えいの表面に

生えている毛の間にひそんでいる個体を採集

したものである。渡辺博士の私信によれば E.

yamanami Y. Watanabe に近縁な種であると

いう。

１７．Asiopodabrus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

ブナの葉に形成された不完全な葉捲状の虫え

いの基部より頭部をこじ入れ，ブナハアブラ

ムシを捕食中の個体を採集した。

１８．Asiopodabrus sp.

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２９．Ⅵ．２００２．

タカネザクラの葉縁に形成された鶏冠状の虫

えいの一端より頭部をこじ入れ，中にいるア

ブラムシの１種を捕食中の個体を採集した。

１９．Asiopodabrus tokugoanus（Nakane et Makino）？

トクゴウニンフジョウカイ？

１♀，海抜１，７００～１，９００m，７．Ⅷ．２００２．

オオシラビソの新梢の葉をたばねて形成され

たトドワタムシの虫えいに頭部をつっこみ，

トドワタムシを捕食中の個体を採集した。採

集された個体は雌のため確定はできないとい

うことである。

E. Hymenoptera ハチ目

２０．Arge metallica Klug

ブロンズチュウレンジ（仮称）

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２６．Ⅶ．１９９６．；

１♂，海抜１，７００～１，９００m，８．Ⅶ．１９９９．

本種はヨーロッパ，シベリア，カムチャッカ，

サハリンに分布し，我が国では北海道（羅臼
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岳及びトムラウシ岳）から記録のある種で，

本州からは初めての記録となる。

２１．Arge kobayashii Takeuchi

コバヤシチュウレンジ

２♂，海抜１，７００～１，９００m，８．Ⅶ．１９９９．

千島産の個体に基づき記載された種でサハリ

ンからも記録されていた。我が国では北海道

から記録されていたが，本州からは未記録で

あった。

２２．Arge hasegawae Takeuchi

ハセガワチュウレンジ（新称）

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１０．Ⅶ．１９９４．；

１♀，海抜１，９００～２，１００m，１７．Ⅶ．１９９４．

本種は１９２７年，朝鮮半島の Mt. Koya を基産

地として記載報告されたが，それ以後は全く

採集記録のなかった種である。白山で採集さ

れた個体の特徴は原記載に一致する。日本初

記録の種である。

２３．Arge suzukii（Matsumura）

スズキチュウレンジ

１♂，海抜１，５００～１，７００m，７．Ⅵ．１９９７．

本種の既知分布地は京都（貴船地方）と大阪

（箕面地方）の２地域にすぎず，本種が白山

の亜高山帯で採集されたことは，白山の温暖

化の傾向を示す１例のように推察されよう。

２４．Siobla ruficornis（Cameron）

ツノアカコシアカハバチ

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２４．Ⅶ．２００２．

２５．Siobla villosa Malaise

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１５．Ⅵ．２０００．

中国産の個体により記載報告された種で，白

山産の個体は原記載と一致する。それ故これ

が我が国初記録の種ということになる。

２６．Macrophya duodecimpunctata sodalitia（Mocsary）

１♂，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

２７．Macrophya forsiusi Takeuchi

１♂，海抜１，５００～１，７００m，２３．Ⅵ．１９９６．

２８．Tenthredo convergenata（Takeuchi）

１♂，海抜１，３００～１，５００m，１７．Ⅵ．２００１．

２９．Eriocampopsis subtruncata Takeuchi

ニセシロアシマルハバチ

２♀，海抜１，３００～１，５００m，１６．Ⅴ．１９９８．

本種の既知分布地は長野県（上高地），滋賀

県（近江），京都府（貴船），及び兵庫県（篠

山）となっている。

３０．Allantus calliblepharus（Konow）

カラフトホソハバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

本種は本州では高い山で採集されるが少ない

という。しかし，どういう山で採集されてい

るかの記録は不明である。

３１．Ametastegia longicornis Takeuchi

１♀，海抜１，３００～１，５００m，５．Ⅵ．２００２．

３２．Hemibeleses athaloides Takeuchi

１♂，海抜１，３００～１，５００m，５．Ⅵ．２００１．

３３．Messa wuestnei Konow

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１４．Ⅴ．２００２．

ヨーロッパからシベリアかけて分布している

もので，日本初記録の種である。

３４．Rocalia sp.

４♀２♂，海抜１，３００～１，５００m，３０．Ⅴ．１９９７．

３５．Fugineura crenativora Vikberg et Zinovjev

ブナハバチ

幼虫はブナの葉を食害するもので，砂防新道

沿いでは海抜１，４００～１，５００m の範囲に 多

い。県内では富士写ヶ岳や石動山でも採集さ

れている。

３６．Dineura virididorsata（Retzius）

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１５．Ⅵ．１９９７．

３７．Amauronematus fallax（Lepeletier）

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２８．Ⅴ．２００１．

３８．Amauronematus fasciatus（Konow）

１♀，海抜１，３００～１，５００m，３０．Ⅴ．２００１．；

１♂，海抜１３００m，６．Ⅴ．２００２．

３９．Pristiphora conjugata Dahlbom

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１６．Ⅴ．１９９８．

本種はヨーロッパよりシベリアにかけて分布

しているもので，我が国初記録の種である。

４０．Nematus capreae Linnaeus

１♀，海抜２，３００～２，５００m，３０．Ⅶ．１９９６．

本種はヨーロッパ，コーカサス，サハリーン

に分布しているもので，我が国初記録の種で

ある。

４１．Nematus melanaspis（Hartig）

１♀１♂，海抜１，７００～１，９００m，１２．Ⅶ．１９９６．

ヨーロッパよりシベリアにかけて分布するも

ので，我が国にも分布するというがその分布

域は明らかにされていない。

４２．Nematus myosotidis Fallen

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２．Ⅶ．１９９６．
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ヨーロッパよりシベリアにかけて分布してい

るもので，我が国初記録の種である。

４３．Pontania leucapsis（Tishbein）

１♀，海抜１，７００～１，９００m，２２．Ⅶ．１９９３．

ヨーロッパからシベリアにかけて分布してい

るもので，我が国初記録の種である。

４４．Glyptapanteles fulvipes（Haliday）

キアシサムライコマユバチ

１♀，海抜１，９００～２，１００m，９．Ⅷ．２００２．

本種の既知分布地は北海道とされていたが，

本州から採集記録のなかった種である。

４５．Ephedrus nacheri Quilis

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２．Ⅷ．２００２．，

羽化．

タカネザクラの葉縁に形成された鶏冠状の虫

えい内に生息するアブラムシの１種に寄生し

ていた。しかし，アブラムシの種名は明らか

になってはいない。

４６．Bassus ebulus（Nixon）

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２８．Ⅷ．２００１．

４７．Charmon extensor（Linnaeus）

オナガコンボウコマユバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，３１．Ⅴ．１９９４．

４８．Meteorus flavicoxa Maeto

キアシクロハラボソコマユバチ

１♀，海抜１，５００～１，７００m，２８．Ⅷ．２００１．

本種の既知分布地は北海道（豊平峡と野幌）

と山形県（長者原）だけであるという。

４９．Aoplus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２３．Ⅶ．２００２．，

羽化．

７月４日に別当出合で採集したガの１種の蛹

より羽化した。しかし，ガの種名は今のとこ

ろ判明していない。

５０．Alloplasta sp.

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１６．Ⅵ．２００２．

５１．Pachyneuron groenlandicum（Holmgren）

ヒラタアブコガネコバチ

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．

ヒラタアブ類の蛹に多寄生する種というが，

白山における宿主は今のところ不明である。

５２．Semitellus sp. A

１♀，海抜１，５００～１，７００m，１０．Ⅶ．１９９２．

５３．Semitellus sp. B

１♀，海抜２，１００～２，３００m，２５．Ⅷ．１９９６．

５４．Eumacepolus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１２．Ⅷ．１９９７．

上條一昭博士の私信によれば，本属に属する

種はヨーロッパから３種が報告されており，

いずれもブナの葉に寄生するタマバエに寄生

しているという。これからはブナに形成され

ている虫えいを採集し，本種の採取に心がけ

るつもりである。

５５．Trigonoderus sp.

１♀，海抜１，３００～１，５００m，２．Ⅵ．２００２．

５６．Melanips opacus（Hartig）

１♀，海抜１，３００～１，４００m，２５．Ⅴ．２００２．

本種については，加賀白山初記録の昆虫類（第

３報）において属名だけを記録しておいたも

のである。２００２年に京都府立大学の阿部芳久

博士により上記の種と同定され，これまでの

既知分布地はヨーロッパ（イギリスとドイ

ツ）であるとの御教示を受けた。また，本種

はヒラタアブ類の幼虫に寄生するという御教

示も受けたので，これからアブラムシ類を調

査し，ヒラタアブの幼虫を採集，飼育して宿

主をつきとめていきたいものと考えている。

日本初記録の種である。

５７．Orthogonalos debillis Teranishi

ツヤハゴロモカギバラバチ

１♀，海抜１，３００～１，５００m，１６．Ⅵ．２００２．

５８．Platydialepis ryhoheii（Ishikawa）

キバネトゲアシベッコウ

１♂，海抜１，５００～１，７００m，２２．Ⅷ．２００２．

F. Diptera ハエ目

５９．Clinodiplosis? corylicola（Shinji）

ハシバミミジンタマバエ

幼虫３個体，海抜１，５００～１，７００m，２９．Ⅴ．

２００２．

本種によりツノハシバミの葉に形成される虫

えいは，ツノハシバミハミャクシロコブフシ

といわれている。

６０．Leucozoma lucorum Linnaeus

ツマグロハナアブ

１♂，海抜１，３００～１，５００m，１４．Ⅵ．１９９６．

６１．Melangyna（Meligramma）cincta（Fallen）

キオビハラボソヒラタアブ

１♂，海抜１，３００～１，５００m，４．Ⅶ．２００２．，
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羽 化．；１♀，海 抜１，３００～１，５００m，６．

Ⅶ．２００２．，羽化．

２００２年６月２日，ブナハアブラムシの形成す

る虫えい内で，ブナハアブラムシを捕食中の

幼虫を採集。飼育をして成虫を羽化させたも

のである。本種の餌昆虫としては最初の記録

であろう。

６２．Microdon bifasciatus Matsumura

フタオビアリノスアブ

１♂，海抜１，７００～１，９００m，１８．Ⅶ．２００２．
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１ マンサクイガフシアブラムシの虫えい ２ マンサクイボフシアブラムシの虫えい ３ ハシバミミジンタ
マバエの虫えい ４ 同虫えい内にひそむ幼虫．
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５ マエキヒロズヨコバイ ６ マエキヒロズヨコバイの寄生によりひきおこされたダケカン
バの縮み葉 ７ ハイマツハナカメムシ．

富樫：加賀白山初記録の昆虫類（第４報）
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８ キタヒメツノカメムシ ９ 卵塊を保護しているキタヒメツノカメムシ １０ キタヒメツノ
カメムシの卵塊．
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１１ ブナハアブラムシを捕食中のアシオポダブルス属の１種 １２ トドワタムシを捕食中のトクゴウ
ニンフジョウカイ？ １３ トクゴウニンフジョウカイ？
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１４ ブロンズチュウレンジ １５ ハセガワチュウレンジ １６ メッサ・ウエスティニイ １７ セミテルス属の
１種 B.
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